
◎
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び

原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
法
律
第
一
九
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
・
衆
議
院
文
部
科
学
委

員
会

）

○
塩
谷
国
務
大
臣

こ
の
た
び
、
政
府
か
ら
提
出
い
た
し
ま
し
た
原
子
力

損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容

の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

原
子
力
の
開
発
利
用
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
万
が
一
の
際
に
お
け
る
損
害
賠

償
制
度
を
充
実
し
、
被
害
者
の
保
護
と
原
子
力
事
業
の
健
全
な
発
達
に
資

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
責
任
を
無
過
失
責
任
と

し
、
原
子
力
事
業
者
へ
の
賠
償
責
任
の
集
中
、
損
害
賠
償
措
置
の
義
務
づ

け
等
か
ら
成
る
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
が
、
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力
の

本
格
的
な
導
入
に
合
わ
せ
て
昭
和
三
十
六
年
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
の
諸

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
所
要
の
法
改
正
が
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締
結
及
び
原
子
力
事
業
者
が
賠
償
す
べ

き
額
が
賠
償
措
置
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
政
府
の
援
助
に
係
る
規
定

が
適
用
さ
れ
る
期
限
が
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
新
た
な
原
子
力
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
期
限
の
延
長
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
回
改
正
時
以
降
、
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
に
我
が
国
唯
一

の
原
子
力
損
害
の
賠
償
事
例
と
な
っ
た
、
株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・

オ
ー
の
ウ
ラ
ン
加
工
施
設
に
お
け
る
臨
界
事
故
が
発
生
い
た
し
ま
し
た

が
、
そ
の
際
の
経
験
を
教
訓
と
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
原
子
力
損
害
賠

償
に
関
す
る
国
際
動
向
等
を
踏
ま
え
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
原
子
力
事
業
者
が
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
備
え
あ
ら
か
じ
め

講
ず
べ
き
損
害
賠
償
措
置
に
係
る
賠
償
措
置
額
に
つ
い
て
、
現
行
の
六
百

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
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億
円
か
ら
千
二
百
億
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締
結
及
び
原
子
力
事
業
者
が

賠
償
す
べ
き
額
が
賠
償
措
置
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
政
府
の
援
助
に

係
る
期
限
を
延
長
し
、
平
成
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
開
始
さ

れ
た
原
子
炉
の
運
転
等
に
係
る
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に

関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
の
指
針
そ
の
他
の

当
該
紛
争
の
当
事
者
に
よ
る
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
一
般
的
な
指
針
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
四
に
、
政
府
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
基
づ
く
業
務
の
一

部
を
損
害
保
険
会
社
等
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
十
分
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
三
日
）

○
岩
屋
毅
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

文
部
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
原
子
力
損
害
の
被
害
者
の
保
護
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
賠
償
措
置
額
を
現
行
の
六
百
億
円
か
ら
千
二
百
億
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
、

第
二
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に

関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
の
指
針
そ
の
他
の
当

該
紛
争
の
当
事
者
に
よ
る
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
一
般
的
な
指
針
を
定

め
る
こ
と
、

第
三
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締
結
及
び
原
子
力
事
業
者
が

賠
償
す
べ
き
額
が
賠
償
措
置
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
政
府
の
援
助
に

係
る
期
限
を
延
長
し
、
平
成
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
開
始
さ

れ
た
原
子
炉
の
運
転
等
に
係
る
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
三
月
十
九
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同
月
二
十
五
日
塩
谷

文
部
科
学
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
四
月
一
日
質
疑
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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損
害
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償
に
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す
る
法
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び
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子
力
損
害
賠
償
補
償
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約
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る
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三
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
一
〇
日
）

○
中
川
雅
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
教
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
内
外
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
か
ん
が
み
、
原
子
力
損
害
の
被
害
者
の
保
護
に
万
全
を
期
す
る

た
め
、
賠
償
措
置
額
の
引
上
げ
並
び
に
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
締

結
及
び
原
子
力
事
業
者
に
対
す
る
政
府
の
援
助
に
係
る
期
限
の
延
長
を
行

う
と
と
も
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
所
掌
事
務
を
追
加
す
る

等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
賠
償
措
置
額
引
上
げ
の
理
由
と
諸
外
国
の

動
向
、
賠
償
措
置
額
を
超
え
た
原
子
力
損
害
に
対
す
る
国
の
責
務
、
原
子

力
損
害
賠
償
制
度
に
関
す
る
国
際
条
約
へ
の
加
盟
の
見
通
し
等
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
四
月
九
日
）

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
賠
償
措
置
額
に
つ
い
て
は
、
国
際
水
準
等
を
勘
案
し
た
適
正
な
額
と

な
る
よ
う
、
遅
滞
な
く
そ
の
引
上
げ
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
保
護
の
充
実
と
原
子

力
事
業
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
よ
う
、
諸
外
国
の
例
を
参
考
に
し
つ

つ
、
賠
償
措
置
額
を
超
え
る
原
子
力
損
害
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償
資

金
の
確
保
や
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
の
補
償
料
に
関
し
、
そ
の
在

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
国
際
的
な
原
子
力
損
害
賠
償
の
枠
組
み
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
及
び
近
隣
諸
国
に
お
け
る
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
実
情
と
国
際

的
な
動
向
等
に
十
分
配
慮
し
、
今
後
も
多
角
的
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
。右

決
議
す
る
。

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

六
二


